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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
学
習
会

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ま
ち
づ
く
り
工
房

　

『
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』　

　

住
民
の
皆
さ
ん
で
、
地
域
の
課
題
を

交
換
し
あ
っ
て
解
決
法
を
探
り
、
魅
力

あ
る
ま
ち
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】
９
月
25
日


【
対
象
】
町
在
住
・
在
勤
の
人
、
各
種

　

団
体
、役
場
職
員
な
ど
（
参
加
無
料
）

【
場
所
】
総
合
体
育
館
３
階
研
修
室

【
内
容
】

●
基
調
講
演
（
午
前
10
時
〜
正
午
）

　

仮
テ
ー
マ
「
自
治
と
協
働
」

　

講
師　

牧
瀬　

稔
氏

　
（
町
政
策
研
究
所
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
（
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
）

※
昼
食
…
当
日
の
朝
、
申
込
み
可
。

　
（
実
費
）

【
主
催
】
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
・
町
協

　

働
推
進
本
部

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
各
種
の
ま
ち
づ
く

り
分
野
に
分
か
れ
、共
同
作
業
を
通
じ
、

お
互
い
の
考
え
や
地
域
の
課
題
を
交
換

し
あ
い
な
が
ら
、
意
見
を
ま
と
め
て
い

く
方
法
で
す
。

　

「
こ
の
町
を
皆
の
力
で
魅
力
あ
る
良

い
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持

つ
住
民
が
つ
な
が
り
合
い
、
行
政
と
対

等
に
力
を
合
わ
せ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、

活
動
し
て
い
る
住
民
主
体
の
組
織
で

す
。

　

私
た
ち
住
民
が
主
役
と
な
っ
て
発
足

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

　

関
心
の
あ
る
分
野
グ
ル
ー
プ
に
参
加

登
録
し
、
行
政
と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
要
件
】

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
意
欲
が
あ
る
、

個
人
（
18
歳
以
上
の
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
）・
団
体
・
企
業

【
応
募
方
法
】

　

公
民
館
に
あ
る
チ
ラ
シ
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長

山
本
和
男 


（
２
５
９
）
０
３
５
１

ま
た
は
役
場
地
域
振
興
課
（
H
２
６
８
）

conversation

協働で描く
まちづくり

協働とは…？
　行政だけがサービスを担うのではなく、
住民・団体・企業など地域の構成員が役
割を分担し、それぞれの特徴を活かしな
がら、まちづくりに貢献する考え方です。

イ
ベ
ン
ト

まちづくりネットの主な活動

グループ テーマ（モデル事業） 最近の活動状況

健康福祉 高齢者の居場所づくり
（ふれあいサロンの開設）

「絆～高齢者・障がい者が災害時にも安心な支え合いのまちづくり」を
キャッチフレーズに活動中。

みどり環境 みどり・公園・エコライフ
（雑木林の保全活動など）

緑地公園周辺の雑木林の保全活動や「エコライフＤＡＹみよし
2011」を作成し、地球温暖化防止活動に参加。

都市安全 安全・安心なまちづくり
（危険個所マップの作成） 新テーマを「減災」として、要援護者の支援策等を検討中。

産業観光 三芳の顔づくり
（野菜市の開催など）

野菜市（藤久保・みよし台）を通して、三芳の新鮮な野菜をＰＲ。
地元産の野菜を使った「料理コンテスト」を開催。

教育文化 子どもの居場所づくり
（寺子屋の開設など） 「ふじくぼ寺子屋」を藤久保第２区集会所で開催。

住
民
と
町
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
と
は
…

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
…

募　

集

淑徳大学・文京学院大学共催「市民公開講座」

淑徳大学
埼玉みずほ台キャンパス

〒354-8510 三芳町藤久保1150-1

--三芳町に設置15年--

　現在、埼玉みずほ台キャンパス

には「国際コミュニケーション学

部」があり、文化やスポーツ、教育、

観光などの多岐にわたる教育が

行われています。来年度、淑徳大

学では学部内の経営コミュニケー

ション学科を継承、発展させた「経

営学部」を新しく開設予定です。

地
域
に
有
意
義
な
人
材
を

町
と
連
携
し
て
育
て
た
い

--

淑
徳
大
学
長　

長
谷
川
匡
俊--

地
域
に
有
意
義
な
人
材
を

　
　

大
学
と
し
て
今
後
の
展
望
は
？

長
谷
川

：

数
年
前
か
ら
大
学
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
、
地

域
産
業
、
観
光
産
業
に
貢
献
し
得
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
む
た
め
「
経
営
学

部
」
を
新
し
く
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
地
域
産
業
の
活
性
化
に
有
意

義
な
人
材
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
教
育

を
、
行
政
・
産
業
界
と
連
携
を
取
っ
て

す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
未
来
創
造
み
よ
し
塾
」
を

活
用
し
、
相
乗
効
果
を
狙
う

　
　

町
が
大
学
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

林

：

三
芳
町
は
た
く
さ
ん
の
地
域
資

源
が
あ
る
町
で
す
。
そ
の
資
源
を
い
か

に
活
か
す
か
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ

７
月
19
日

に
淑
徳
大
学
の
長
谷
川
匡ま
さ
と
し俊

学
長
が
三
芳
町
役
場
を
訪
れ
、
町
長
と
対

談
を
行
い
ま
し
た
。

て
も
ら
え
る
町
に
す
る
か
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
で
は
住
民
、
職
員

と
幅
広
い
見
識
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
構
成
す
る
政
策
研
究
機
関
『
未
来
創

造
み
よ
し
塾
』
を
設
置
し
、
観
光
を
始

め
、
公
共
交
通
や
自
治
基
本
条
例
の
政

策
研
究
・
立
案
・
実
行
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
授
業
の
一
環
と
し
て
町

の
政
策
に
関
わ
り
、
若
い
力
を
活
か
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
三
芳
を
一
緒
に
作
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

長
谷
川

：
来
年
度
か
ら
は
「
観
光
経

営
学
科
」
も
で
き
、
淑
徳
大
学
か
ら
も

教
員
・
学
生
共
に
役
に
た
て
た
ら
と
思

い
ま
す
ね
。

　
　

淑
徳
大
学
の
教
育
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

長
谷
川

：

実
践
を
通
し
て
学
び
、
か

つ
実
用
に
役
立
ち
、
そ
れ
を
通
し
て

自
己
実
現
を
果
た
し
て
い
く
学
び
方
、

「
実
学
」
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

林

：

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
既
に
、

様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
行
っ
た
、

み
ず
ほ
台
駅
で
の
募
金
活
動
も
、
ま
さ

し
く
実
学
を
行
い
、
自
己
実
現
を
し
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

今
後
の
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長
谷
川

：

や
は
り
地
元
が
あ
っ
て
外

に
出
て
い
け
る
も
の
で
す
。
ふ
る
さ
と

が
な
い
人
間
は
外
に
行
っ
て
も
あ
ま
り

う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
淑
徳
大
学
も
三
芳
町
に
根
付

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
産
学
公
金
（
企

業
・
大
学
・
自
治
体
・
金
融
機
関
）
連

携
で
、
住
民
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
け

る
と
い
い
で
す
ね
。

林

：

私
も
こ
れ
か
ら
の
連
携
が
楽
し

み
で
す
。

若
い
力
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

--

三
芳
町
長　

林
伊
佐
雄--

67

淑徳大学長

長谷川　匡
まさとし

俊

　　　　　　　三芳町長

林　伊佐雄

公開対談

講座名 日　時 場　所 内　容

人とのつな
がりを結び
直す

10月1日
13：00～16：10

文京学院大学（ふじみ
野キャンパス）

ふじみ野駅西口からスクー
ルバス（無料）で約7分

講演「福祉社会と健康」永
江総宜（淑徳大学教授）/講
演「心の健康、家族とのよ
りよいつきあい方」伊藤英夫
（文京学院大学教授）

健康神話の
落とし穴

10月8日
13：00～15：50

淑徳大学（埼玉みずほ
台キャンパス）

みずほ台駅西口からスクー
ルバス（無料）で約7分

講演「運動は健康に欠かせ
ないものなのか？」青木通（文
京学院大学准教授）/講演
「健康に欠かせない皮膚のケ
ア」田中秀子（淑徳大学教授）

※駐車場はありませんので、スクールバスをご利用ください。

～今あらためて「健康」を問い直す～

【受講料】無料　【申込締切】 9 月 16日　【申込方法】 はがき、FAX、またはE
メールのいずれかで、～を明記の上、文京学院大学までお申し込みください。
郵便番号　住所　氏名　年齢　性別　職業　電話番号
※電話での申し込みはできません。上記いずれかの方法でお申し込みください。
※Eメールでの申し込みの際には、件名に「共催公開講座申し込み」と明記してください。
【申し込み・問い合わせ先】
文京学院大学 共催公開講座係　〒 356- 8533　埼玉県ふじみ野市亀久保 1196
 049- 266- 0035　FAX：049- 261- 8741　E kouza@adm.u-bunkyo.ac.jp
※今年度は文京学院大学の受付となりますので、ご注意ください。

？

？

開催

会員


